
■館小中学校区 A-2 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
あいさつで始まる館ヶ丘

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

あいさつや雑談ができる土壌があると、防犯・安否確認・多世代交流など共助しやすい地域づくりにつながる。あいさ
つを起点とし、地域と学校の交流促進や自治会加入者の増加など館ヶ丘全体の関係性づくりにつなげていきたい。

あいさつで
始まる館ヶ丘

つながり
の輪を
広げる

地域と
子どもの
交流

大人と小人で
ラジオ体操

想い

小・中・高・大学の責任
者に試案を送って協力を

依頼する
（あいさつ運動）

雑談力を養う

地域との
合同イベント

学童・児童館・大学

安否確認を互いに
（自治会に入会して）

あいさつから
広がる交流を

バーベキュー大会

商店街広場に
オープンカフェを作り

住民交流を！

住民が気軽に
参加できる行事
(企画)(書道展など)

を行う

地域住民が運動会に
参加したい！
小中学校と

学校行事を地域へ公開
お知らせをもっと広く

防犯訓練
を公開
する

運動会を
合同で
開催する

学校から
の招待が
ほしい

テントを張っ
てテーブルと
椅子を置いて
住民同士の

交流

標語を作っ
て近所の棟
に貼る

学校は縛りが
多いので

児童館(小さ
いグループ)
などから

URの
許可必要

困りごと
お助けボード
マッチング

テニスコート
の前にBBQ
コンロがある
（非常用）

食べる
飲むは
つながり
やすい

窓から
旗を出す

あいさつの
あとに少し
立ち話できる

ような
雑談力を

あいさつ
から交流が
はじまる

自治会の
加入促進

お互いに
あいさつ
かわす
館ヶ丘

ボードを用意して
して欲しいこと
何々は出来ますよ

記入して
もらう

館ヶ丘で
あいさつ運
動を始める
と通知する



■館小中学校区 A-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

高齢者の
居場所

自治会が
機能

しなくなった

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

近隣小中高との
交流を図り
世代間交流を

商店街の
空き店舗に
高齢者の
居場所を！

しぜんに
あいさつできる

取り組み

あいさつをしよう①

バスの降車時(乗車時)
に一言言おう
「ありがとうございま
した」

公園で自由に
遊べる環境

まずは
自分から
あいさつ

上館の自治会
とは合同の行事

がある

掲示物を
見ていない

顔見知り同士で
はあいさつする

お互いに
・

たがいに

地域の人
同士で
あいさつ

地域の人と
児童との
あいさつ

学校との
交流

あいさつを
交わすことで
防犯にもなる

老人会の活動
など子どもは
入りにくいが
受け入れて
ほしい

標語は青少対が
管理している

多世代共通の
話題作り

大人も
子どもも
同じ体験

館ヶ丘団地の
歴史紙しばいを
作り老若男女の

交流の
きっかけに

学校と住民が
交流する機会

校長先生が
変わると地域の
かかわりが
異なる

自治会・老人会
など各団体

を含めて住民が
集えるイベント
を開催したい

運動会
入学式など
イベントへの
地域の人の参加

地域が交流を
望んでいる
ことを

学校は知らない

卒業生がつける
コサージュは
地域の住民が
作っている

点でつながって
いるが、続いて
の交流はない

館ヶ丘の住民は
小中学校の行事
に行きたい

自治会への
参加増

新規住民
との交流

地域団体
同士の交流

大人と
子どもの
交流

笑顔
笑声

自然にあいさつ館ヶ丘
しぜん


